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NEWS LETTER(調査レポート) 
 

報道関係各位 

 

ビジネスパーソンの旅のテクニックに関する調査2016 

 
今年の夏旅 行き先ランキング 1位「関東」2位「北海道」3位「近畿」、5位には「東北」がランクイン 

“今後流行しそうな旅テク”で「民泊利用」が大幅に上昇、注目度6位にランクイン 

ビジネスウーマン流の旅テク 「平日限定プランでお得に旅行」「人気スポットは平日旅行で堪能」 

 
モバイルリサーチ（http://www.mobile-research.jp/）を展開するネットエイジア株式会社（http://www.netasia.co.

jp/）（本社：東京都中央区、代表取締役：三清 慎一郎、以下ネットエイジア）は、2016年6月24日～6月27日の4日

間、「ビジネスパーソンの旅のテクニックに関する調査2016」をモバイルリサーチ（携帯電話によるインターネットリ

サーチ）により実施し、全国の30歳～59歳のビジネスパーソン2,000名の回答を集計いたしました。 

今後もネットエイジアでは、世の中の関心が高いテーマの調査、今後のトレンドを占える調査など、マーケティン

グシーンで役立つさまざまな情報をモバイルリサーチによりタイムリーに提供してまいります。 

 

 

《旅行計画編：この夏の旅行計画 予算は？》・・・・・・・P.2–4 

・「今年の夏は旅行に行く予定・行きたい」65%、ビジネスウーマンの旅行意向は回復の兆し 

・今年の夏旅 行き先ランキング 1 位「関東」2 位「北海道」3位「近畿」、5位には「東北」がランクイン 

・今年の夏旅予算は約 7万円、昨年比で 3千円以上上昇 

・30 代の“節約旅行”志向に変化あり？ 2 年前より夏旅予算が 1万円以上増加 

 

《旅行テクニック編：同行者の評価が高いテクニック・平日に旅行を楽しむテクニックは？》・・・・・・・P.5–10 

・“やってみたい”旅テク 1 位は 3年連続「ネット割」、「マイルを特典航空券と交換」は年々順位が上昇 

・「特典航空券の取りやすさ」は 3年連続 JAL に軍配、 

評価の差は「希望の日時の予約しやすさ」と「お得なキャンペーン」に対する満足度の差か 

・“使わないと損だ”と思う旅テク 「金券ショップでチケット購入」はもはや常套手段に？ 

・“今後流行しそうな旅テク”で「民泊利用」が大幅に上昇、注目度 6位にランクイン 

・“頼れる同行者”になりたいなら？「株主優待利用」や「空港ラウンジ利用」がオススメの旅テク！ 

・女性が頼れる同行者は“移動費用の節約”や“移動手段のグレードアップ”に繋がる旅テクを知っている人 

・「旅行でパートナーに惚れ直したことがある」5割半 

・男性がデート旅行で相手に惚れ直すのは「整理整頓上手なことを知ったとき」や「旅行ではしゃぐ姿をみたとき」 

・ビジネスパーソンの 7割強が「平日旅行の経験あり」 

・平日旅行を楽しむための工夫「早めに有給申請」「休み前に仕事を調整」 

・平日旅行に行ったら「職場にお土産」3 割半のビジネスパーソンが実施 

・ビジネスウーマン流の旅テク 「平日限定プランでお得に旅行」「人気スポットは平日旅行で堪能」 

 

調査概要・回答者属性・・・・・・・p.11  
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NEWS LETTER(調査レポート) 
《旅行計画編：この夏の旅行計画 予算は？》 

◆「今年の夏は旅行に行く予定・行きたい」65%、ビジネスウーマンの旅行意向は回復の兆し 

全国の 30 歳～59 歳のビジネスパーソン 2,000 名（全回答者）に対し、今年の夏、旅行に行く予定があるか聞い

たところ、「旅行に行く予定がある」は 26.2%、「予定はないが、行きたいと思っている」は 39.0%で、旅行に行く予定

がある・または行きたいと思っているビジネスパーソンの割合（以下、「旅行意向率」と表記）は 65.2%となった。 

昨年までの調査結果（※）と「旅行意向率」を比較すると、今年は昨年比で 4.3 ポイント低く（2015 年 69.5%→2016

年 65.2%）、一昨年比では 7.1 ポイント低く（2014 年 72.3%→2016 年 65.2%）なっている。今年は新しい国民の祝日と

して山の日（8 月 11 日）が導入された年ではあるが、一般的にお盆休暇として扱われることの多い 8 月 13 日、14

日が土曜日、日曜日と重なるひならびとなっており、大型連休を取得しづらいビジネスパーソンが多いためか、過

去 2 年に比べて旅行意向率が低くなっているようだ。しかし、全体でみた旅行意向率は減退傾向の中、女性の旅

行意向率は増加に転じている（2015 年 68.0%→2016 年 69.9%）。ビジネスウーマンに限ってみると、旅行意向は回

復基調にあるようだ。 

※2014 年 7 月発表 ビジネスパーソンの旅のテクニックに関する調査 

http://www.mobile-research.jp/investigation/research_date_140722.html 
2015 年 7 月発表 ビジネスパーソンの旅のテクニックに関する調査 2015 

http://www.mobile-research.jp/investigation/research_date_150729.html 
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◆今年の夏、旅行に行く予定があるか （単一回答形式）

旅行に行く予定がある 予定はないが、行きたいと思っている 旅行に行くつもりはない

男

女

別

年

齢

別

旅行意向率

（「予定がある」

+「行きたい」

65.2

63.4

69.9

69.4

64.4

61.6

60%

65%

70%

75%

80%

◆[2014年～2016年]夏の旅行意向率

2014年 2015年 2016年

全体 72.3 69.5 65.2

男性 70.1 70.0 63.4

女性 77.3 68.0 69.9

30代 75.9 72.9 69.4

40代 70.3 71.3 64.4

50代 70.5 64.2 61.6

（％）

男女別

年齢別

http://www.mobile-research.jp/investigation/research_date_140722.html
http://www.mobile-research.jp/investigation/research_date_150729.html
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NEWS LETTER(調査レポート) 
◆今年の夏旅 行き先ランキング 1 位「関東」2 位「北海道」3 位「近畿」、5 位には「東北」がランクイン 

次に、旅行に行く予定がある・または行きたいビジネスパーソン 1,303 名に対し、行く予定・または行きたい旅行

先を聞いたところ、最も多かったのは「関東」（27.8%）、次いで、「北海道」（26.7%）、「近畿」（19.9%）、「九州」（14.6%）、

「東北」（14.1%）が続いた。 

昨年までの調査結果と順位を比較すると、「東北」が年々順位を上げ、今年は 5 位にランクインした（2014 年 7

位→2015 年 6 位→2016 年 5 位）。大震災以降の風評被害などによる観光客数の落ち込みが一服し、旅行先とし

て再評価され始めているのではないだろうか。 
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◆行く予定・または行きたい旅行先 （複数回答形式） ※上位10位までを表示

※対象：旅行に行く予定がある・または行きたい人

全体【n=1303】

2016年

順位
（　）内は

前年からの変動

2015年

順位
（　）内は

前年からの変動

2014年

順位

1位（↑） 2位（←） 2位

2位（↓） 1位（←） 1位

3位（←） 3位（←） 3位

4位（←） 4位（↑） 5位

5位（↑） 6位（↑） 7位

6位（↑） 8位（↓） 6位

7位（↑） 9位（←） 9位

8位（↓） 7位（↑） 10位

9位（↓） 5位（↓） 4位

10位（↑） 11位（←） 11位
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NEWS LETTER(調査レポート) 
◆今年の夏旅予算は約 7万円、昨年比で 3千円以上上昇 

◆30 代の“節約旅行”志向に変化あり？ 2 年前より夏旅予算が 1万円以上増加 

さらに、旅行に行く予定がある・または行きたいビジネスパーソン1,303名に、今年の夏の旅行は、一人あたりい

くらくらいの予算を考えているか聞いたところ、「2 万円～3 万円未満」との回答が最も多く 17.3%、次いで、「4 万円

～5万円未満」が 13.7%で続いた。また、「9 万円～10万円未満」（9.8%）、「10 万円～20 万円未満」（10.1%）といった

金額帯は 1割前後で、一人あたりの予算の平均額は 70,272 円だった。 

昨年までの調査結果と平均額を比較すると、今年は昨年比で3,000円以上の上昇（2015年 66,652円→2016年

70,272円）がみられ、一昨年（2014年 69,246円）と同程度の水準まで回復した。特に、30代のビジネスパーソンの

平均予算の上昇幅が大きく、昨年比で 7,000 円近く、一昨年比で 1万円以上の上昇（2014 年 58,024 円→2015 年

61,924 円→2016 年 68,758 円）となり、40 代や 50 代との予算差を縮める結果となった。これまで節約旅行の志向

が強かった若いビジネスパーソンも、夏休みなどの休暇で旅行に行く際には、財布の紐を緩めて楽しむようになっ

てきたのではないだろうか。 
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◆今年の夏の旅行は、一人あたりいくらくらいの予算を考えているか （単一回答形式）

※対象：旅行に行く予定がある・または行きたい人

2015年 全体【n=1389】

2016年 全体【n=1303】
【平均予算】

2015年 全体平均：66,652円

2016年 全体平均：70,272円

1

万

円

未

満

1

万

円

～

2

万

円

未

満

2

万

円

～

3

万

円

未

満

3

万

円

～

4

万

円

未

満

4

万

円

～

5

万

円

未

満

5

万

円

～

6

万

円

未

満

6

万

円

～

7

万

円

未

満

7

万

円

～

8

万

円

未

満

8

万

円

～

9

万

円

未

満

9

万

円

～

1

0

万

円

未

満

1

0

万

円

～

2

0

万

円

未

満

2

0

万

円

～

3

0

万

円

未

満

3

0

万

円

～

4

0

万

円

未

満

4

0

万

円

～

5

0

万

円

未

満

5

0

万

円

～

1

0

0

万

円

未

満

1

0

0

万

円

以

上

¥50,000

¥55,000

¥60,000

¥65,000

¥70,000

¥75,000

¥80,000

◆[2014年～2016年]夏の旅行の平均予算

2014年 2015年 2016年

全体 69,246 66,652 70,272

男性 69,180 68,475 70,070

女性 69,383 62,373 70,763

30代 58,024 61,924 68,758

40代 75,362 65,916 69,359

50代 75,213 72,839 72,932

（円）
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年齢別
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NEWS LETTER(調査レポート) 
《旅行テクニック編：同行者の評価が高いテクニック・平日に旅行を楽しむテクニックは？》 

◆“やってみたい”旅テク 1 位は 3年連続「ネット割」、「マイルを特典航空券と交換」は年々順位が上昇 

全回答者 2,000 名に、≪“やってみたい”と思う旅テクニック≫を聞いたところ、1 位は「切符・航空券でネット割を

利用」（38.3%）で、3年連続で1位となり、以下、2位「航空会社のバーゲン・セールを利用」（20.4%）、3位「宿のワケ

ありプランを利用」（17.4%）、4 位は同率で「マイルを貯めて特典航空券（無料航空券）と交換」と「チケットは金券シ

ョップで購入」（いずれも 15.1%）が続いた。 

昨年までの調査結果と比較すると、「マイルを貯めて特典航空券（無料航空券）と交換」は年々順位が上昇

（2014 年 7 位→2015 年 6 位→2016 年 4 位）していることが確認できる。貯まったマイルを特典航空券と交換して

利用するテクニックへの関心が高まっているようだ。 
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◆“やってみたい”と思う旅テクニック （複数回答形式） ※上位10位までを表示

全体【n=2000】

2016年

順位
（　）内は

前年からの変動

2015年

順位
（　）内は

前年からの変動

2014年

順位

1位（←） 1位（←） 1位

2位（←） 2位（↑） 3位

3位（↓） 2位（←） 2位

4位（↑） 6位（↑） 7位

4位（↑） 5位（←） 5位

6位（↓） 4位（←） 4位

7位（-） 非聴取 非聴取

8位（↓） 7位（↓） 6位

9位（-） 非聴取 非聴取

10位（↓） 9位（-） 非聴取
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NEWS LETTER(調査レポート) 
◆「特典航空券の取りやすさ」は 3年連続 JAL に軍配、 

評価の差は「希望の日時の予約しやすさ」と「お得なキャンペーン」に対する満足度の差か 

それでは、特典航空券が取りやすいのはどの航空会社なのだろうか。それぞれの航空会社で特典航空券に交

換したことがあるビジネスパーソンの評価をみると、≪特典航空券（無料航空券）が取りやすい（予約しやすい）と

思う≫は「JAL」が 66.9%、「ANA」が 63.5%となり、僅差ながら、3年連続で JALが ANA を上回る結果となった。 

 
 

特典航空券の取りやすさは3年連続でJALがANAを上回る結果となったが、どういった点で両者の評価が分か

れているのだろうか。特典航空券の取りやすさ関連の満足度について、（1）「予約可能枠の多さ」、（2）「希望の日

時の取りやすさ」、（3）「交換可能路線の充実具合」、（4）「キャンペーンのお得さ」の 4 点に分けて質問した結果を

みていくことで、その理由を探った。 

それぞれの航空会社で特典航空券に交換したことがあるビジネスパーソンの評価をみると、（3）「交換可能路線

の充実具合」の満足度では、JAL（62.4%）と ANA（61.7%）でほとんど差はみられなかったが、（2）「希望の日時の取り

やすさ」の満足度（JAL59.2%、ANA49.7%）と（4）「キャンペーンのお得さ」の満足度（JAL63.1%、ANA53.3%）では、JAL

がANAを10ポイント近く上回る形となった。特典航空券が希望の日時で予約しやすい点や、キャンペーンを利用し

てお得に特典航空券と交換できる点で利用者の満足度を高めていることが、特典航空券が取りやすいと評価され

る結果に繋がっているのではないだろうか。 
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JAL（JALマイレージバンク）【n=157】

ANA（ANAマイレージクラブ）【n=167】

JAL（JALマイレージバンク）【n=216】

ANA（ANAマイレージクラブ）【n=211】

JAL（JALマイレージバンク）【n=90】

ANA（ANAマイレージクラブ）【n=105】

◆特典航空券（無料航空券）が取りやすい（予約しやすい）と思う割合

※それぞれの航空会社での交換経験者がベース

2016年

2015年

2014年

56.1 

59.2 

62.4 

63.1 

50.3 

49.7 

61.7 

53.3 
30%

40%

50%

60%

70%

JAL（JALマイレージバンク）

【n=157】

ANA（ANAマイレージクラブ）

【n=167】

（1）予約可能枠の多さ

（2）希望の日時の

予約しやすさ

（3）交換可能路線の充実具合

◆特典航空券（無料航空券）取りやすさ関連の満足度

（1）予約可能枠の多さ （2）希望の日時の取りやすさ （3）交換可能路線の充実具合 （4）キャンペーンのお得さ

※それぞれの航空会社での交換経験者がベース

（4）キャンペーンの

お得さ

※下記条件にあてはまるマイレージサービスを聴取し算出

（1） 「特典航空券の予約可能枠が多いと思う」

（2） 「希望の日時の特典航空券が予約しやすいと思う」

（3） 「交換可能な路線が充実していると思う」

（4） 「キャンペーンで特典航空券がお得に取れると思う」



 
2016年7月21日 
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NEWS LETTER(調査レポート) 
◆“使わないと損だ”と思う旅テク 「金券ショップでチケット購入」はもはや常套手段に？ 

◆“今後流行しそうな旅テク”で「民泊利用」が大幅に上昇、注目度 6位にランクイン 

次に、全回答者2,000名に、≪“使わないと損だ”と思う旅テクニック≫を聞いたところ、1位は「切符・航空券でネ

ット割を利用」（37.2%）、2 位「航空会社のバーゲン・セールを利用」（20.6%）、3 位「マイルを貯めて特典航空券（無

料航空券）と交換」（18.0%）となった。 

昨年までの調査結果と比較すると、「チケットは金券ショップで購入」は年々順位が上昇（2014 年 6 位→2015 年

5 位→2016 年 4 位）している。レジャー施設などのチケットを金券ショップで購入するテクニックは、利用しないと損

した気分になるテクニックとして、年々存在感を増しているようだ。 

 

さらに、≪“今後流行しそうだ”と思う旅テクニック≫を聞いたところ、1 位は「切符・航空券でネット割を利用」

（20.5%）、2 位「ふるさと旅行券を利用」（13.2%）、3 位「航空会社のバーゲン・セールを利用」（12.8%）となった。対応

路線が拡大してきている“機内 Wi-Fi”の利用（「機内 Wi-Fi を利用して搭乗時間を有意義に過ごす」12.5%）は 4 位

にランクインした。また、外国人観光客数の増加に伴い、話題となることが多くなった“民泊”などの利用（「個人宅

に宿泊する（カウチサーフィンや Airbnb など）」11.1%）は昨年 11 位から大幅に順位を上げ、今年は 6 位にランクイ

ンした。これらはビジネスパーソンが流行の兆しを感じ、動向に注目している旅のテクニックと言えそうだ。 

  

37.2 

20.6 

18.0 

15.4 

14.4 

13.7 

10.4 

8.8 

8.8 

7.9 

0% 20% 40% 60%

切符・航空券でネット割を利用

航空会社のバーゲン・セールを利用

マイルを貯めて特典航空券（無料航空券）と交換

チケットは金券ショップで購入

マイルの貯まる宿泊先を利用

宿のワケありプランを利用

宿の宿泊モニターになる

鉄道・航空会社の株主優待券を利用

ふるさと旅行券を利用

機内Wi-Fiを利用して搭乗時間を有意義に過ごす

◆“使わないと損だ”と思う旅テクニック （複数回答形式） ※上位10位までを表示

全体【n=2000】

2016年

順位
（　）内は

前年からの変動

2015年

順位
（　）内は

前年からの変動

2014年

順位

1位（←） 1位（←） 1位

2位（←） 2位（↑） 3位

3位（←） 3位（↑） 4位

4位（↑） 5位（↑） 6位

5位（-） 非聴取 非聴取

6位（↓） 4位（↓） 2位

7位（↓） 6位（↓） 5位

8位（↓） 7位（↑） 8位

8位（←） 8位（-） 非聴取

10位（-） 非聴取 非聴取

20.5 

13.2 

12.8 

12.5 

11.2 

11.1 

10.3 

10.2 

10.0 

7.6 

0% 20% 40%

切符・航空券でネット割を利用

ふるさと旅行券を利用

航空会社のバーゲン・セールを利用

機内Wi-Fiを利用して搭乗時間を有意義に過ごす

宿の宿泊モニターになる

個人宅に宿泊する（カウチサーフィンやAirbnbなど）

ウェアラブル端末を使ってスムーズに搭乗

宿のワケありプランを利用

マイルを貯めて特典航空券（無料航空券）と交換

旅行のクチコミサイト（トリップアドバイザーなど）を利用

◆“今後流行しそうだ”と思う旅テクニック （複数回答形式） ※上位10位までを表示

全体【n=2000】

2016年

順位
（　）内は

前年からの変動

2015年

順位

1位（←） 1位

2位（↑） 3位

3位（↓） 2位

4位（-） 非聴取

5位（↓） 4位

6位（↑） 11位

7位（↓） 6位

8位（↓） 4位

9位（↓） 7位

10位（←） 10位
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NEWS LETTER(調査レポート) 
◆“頼れる同行者”になりたいなら？「株主優待利用」や「空港ラウンジ利用」がオススメの旅テク！ 

◆女性が頼れる同行者は“移動費用の節約”や“移動手段のグレードアップ”に繋がる旅テクを知っている人 

では、知っていたら同行者から頼りにされるのは、どのような旅テクニックだろうか。 

全回答者 2,000 名に、≪“同行者が使って（知って）いたら、頼りになる”と思う旅テクニック≫を聞いたところ、1

位は「切符・航空券でネット割を利用」（30.1%）、2 位「航空会社のバーゲン・セールを利用」（22.9%）、3 位「鉄道・航

空会社の株主優待券を利用」（18.0%）、4位「マイルを貯めて特典航空券（無料航空券）と交換」（17.4%）、5位「ゴー

ルドカードなどの優待を使ってラウンジを利用」（14.2%）となった。株主優待券や空港ラウンジの利用など、ステー

タスを感じる旅テクニックが上位回答となったことが特徴的だ。 

男女別にみると、女性は男性よりも軒並み割合が高くなったが、特に、「切符・航空券でネット割を利用」（男性

27.3%、女性 37.4%）、「航空会社のバーゲン・セールを利用」（男性 18.4%、女性 35.0%）、「鉄道・航空会社の株主優

待券を利用」（男性 15.2%、女性 25.2%）、「マイルを貯めて特典航空券（無料航空券）と交換」（男性 14.4%、女性

25.4%）などで、男性よりも 10 ポイント以上高くなった。女性は、移動費用の節約や移動手段のグレードアップなど

に繋がる旅テクニックを知っている同行者を頼もしく思う傾向が強いようだ。 

 

 
 

  

0%

20%

40%

60%

◆“同行者が使って（知って）いたら、頼りになる”と思う旅テクニック （複数回答形式）

※上位10位までを表示

全体【n=2000】 男性【n=1457】 女性【n=543】

切符・航空

券でネット割

を利用

航空会社の

バーゲン・

セールを

利用

鉄道・航空

会社の株主

優待券を

利用

マイルを

貯めて

特典航空券

（無料航空

券）と交換

ゴールドカー

ドなどの

優待を使っ

てラウンジを

利用

マイルの

貯まる

宿泊先を

利用

宿の宿泊

モニターに

なる

ふるさと

旅行券を

利用

チケットは

金券ショップ

で購入

宿の

ワケあり

プランを

利用



 
2016年7月21日 
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NEWS LETTER(調査レポート) 
◆「旅行でパートナーに惚れ直したことがある」5 割半 

◆男性がデート旅行で相手に惚れ直すのは「整理整頓上手なことを知ったとき」や「旅行ではしゃぐ姿をみたとき」 

全回答者2,000名に、パートナーとの旅行で惚れ直したことがあるか聞いたところ、惚れ直したことがあるビジネ

スパーソンの割合は 55.1%となった。昨年の調査では、パートナーとの旅行で“ドン引き”したビジネスパーソンが 4

割強いることが明らかになったが、デート旅行中の行動次第では、パートナーからドン引きされたり、惚れ直された

りすることがあるようだ。 

それでは、デート旅行中の行動でパートナーに惚れ直した方は、どのような一面を発見したことで惚れ直したの

だろうか。パートナーとの旅行で惚れ直したことがある 1,102 名の回答をみると、「旅行計画をしっかり練っていた」

39.1%が最も多く、次いで、「突然のトラブルにも動じなかった」32.7%、「旅行の手配や段取りが上手で効率的だった」

26.0%、「荷物のまとめ方や片付けが上手だった」23.1%が続いた。旅行などの非日常的なイベントで、“計画性のあ

る一面”や“ピンチに陥っても冷静な一面”、整理整頓上手などの“生活力がある一面”が垣間みえると、パートナ

ーに対する評価は上昇することがあるようだ。 

男女別にみると、男性は女性よりも「荷物のまとめ方や片付けが上手だった」（男性 25.2%、女性 18.4%）や「はし

ゃぐ姿や感動している姿などをみることができて微笑ましかった」（男性 21.8%、女性 16.9%）で惚れ直したことが多く

なった。“生活力のある一面”のほか、“旅行を楽しんでいる姿”に惚れ直すことがあるようだ。 

また、女性は男性よりも「突然のトラブルにも動じなかった」（男性 27.1%、女性 45.4%）、「人見知りや物怖じをせ

ず、行動的だった」（15.8%、31.5%）、「道案内や荷物持ちなど、さりげないサポートがあった」（6.0%、26.4%）が15ポイ

ント以上高くなった。トラブルにも冷静に対処する、行動的、さりげないサポートができるなど、旅行先で女性をリー

ドするパートナーに惚れ直している女性が多いようだ。 

 

  

55.1%
44.9%

ある
ない

ある

ない
41.5%

58.5%

◆パートナーとの旅行で惚れ直したことがあるか

全体【n=2000】
参考：2015年調査より

◆パートナーとの旅行でドン引きしたことがあるか

全体【n=2000】

0%

20%

40%

60%

全体【n=1102】 男性【n=765】 女性【n=337】

◆パートナー（恋人や配偶者）との旅行で、惚れ直したこと （複数回答形式）

対象：パートナー（恋人や配偶者）との旅行で、惚れ直したことがある人 ※上位10位までを表示

旅行計画を

しっかり

練っていた

突然の

トラブルにも

動じなかっ

た

旅行の手配

や段取りが

上手で効率

的だった

荷物のまと

め方や

片付けが

上手だった

人見知りや

物怖じをせ

ず、行動的

だった

はしゃぐ姿や

感動して

いる姿などを

みることがで

きて微笑ま

しかった

好奇心旺盛

で、楽しい

思いつきが

多かった

会話の継続

や沈黙の

時間が苦に

ならなかった

道案内や荷

物持ちなど、

さりげない

サポートが

あった

嫌な出来事

や失敗を

励ましたり、

笑い話に

したり

してくれた



 
2016年7月21日 
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NEWS LETTER(調査レポート) 
◆ビジネスパーソンの 7割強が「平日旅行の経験あり」 

◆平日旅行を楽しむための工夫「早めに有給申請」「休み前に仕事を調整」 

◆平日旅行に行ったら「職場にお土産」3 割半のビジネスパーソンが実施 

◆ビジネスウーマン流の旅テク 「平日限定プランでお得に旅行」「人気スポットは平日旅行で堪能」 

次に、全回答者 2,000 名に、働き始めてから平日に休みを取って旅行をしたことがあるか聞いたところ、平日旅

行の経験があるビジネスパーソンの割合は 71.4%となった。 

また、働き始めてから平日に休みを取って旅行したことがある 1,428 名が職場での振る舞いや旅行の仕方で工

夫したことをみると、「早めに休みの予定を伝えておく」57.0%が最も多く、次いで、「仕事の調整や引き継ぎをしっか

りしておく」35.7%、「帰ったら旅行のお土産を持っていく」35.2%が続いた。仕事に影響が出ないように早めの有給休

暇を申請し、休みの前には仕事の調整をしっかりと行い、帰ってきたら旅行のお土産を配る、といった工夫をして

平日旅行をしている方が多いようだ。また、「平日限定プランやチケットを利用する」21.4%や「休日だと混雑するレ

ジャースポットに行く」16.9%といった、平日の旅行ならではの楽しみ方をしているとの回答も上位となった。 

男女別にみると、女性は男性よりも「早めに休みの予定を伝えておく」70.8%や「帰ったら旅行のお土産を持って

いく」53.2%などの職場での振る舞いに関連した工夫を行う方が多くなったほか、「平日限定プランやチケットを利用

する」29.9%や「休日だと混雑するレジャースポットに行く」22.6%といった、平日の旅行ならではの楽しみ方に関する

工夫も高くなった。職場への配慮をしっかりと行ったうえで、平日限定のお得なプランを利用したり、平日だからこ

そ並ばずに楽しめる観光スポットに赴いたりと、オンとオフの両面で平日旅行を楽しむためのテクニックを駆使して

いるビジネスウーマンが多いようだ。 

 

  

◆働き始めてから平日に休みを取って旅行をした

ことがあるか 全体【n=2000】

71.4%

28.6%

ある

ない
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40%
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80%

100%

全体【n=1428】 男性【n=1457】 女性【n=543】

◆平日旅行のさい、職場での振る舞いや旅行の仕方で工夫したこと （複数回答形式）

※対象：働き始めてから平日に休みを取って旅行をしたことがある人 ※上位10位までを表示

早めに休み

の予定を

　伝えておく

仕事の調整

や引き継ぎ

をしっかりし

ておく

帰ったら

旅行の

お土産を

持っていく

仕事の閑散

期を狙って

　休みを

取る

平日限定

プランや

チケットを

利用する

旅先でも

連絡が

繋がるように

しておく

休日だと

混雑する

レジャー

スポットに

行く

勤め先の

福利厚生

施設を

利用する

（競合が少

ないタイミン

グを有効活

用する）

休みの前は

いつも以上

にはりきって

仕事をする

勤め先から

旅行に直行

する

（前乗り

する）



 
2016年7月21日 
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回答者属性 

 
  

72.9 

27.2

男性

女性

27.2%

72.9%

◆性別

全体【n=2000】

◆年齢

全体【n=2000】

33.4 

33.3 

33.4 

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

33.4% 33.4%

33.3%

◆調査概要◆ 

◆調査タイトル ：ビジネスパーソンの旅のテクニックに関する調査2016 

◆調査対象 ：ネットエイジアリサーチのモバイルモニター会員を母集団とする 

30歳～59歳のビジネスパーソン（アルバイト・パートを除く有職者） 

◆調査期間 ：2016年6月24日～6月27日 

◆調査方法 ：インターネット調査（モバイルリサーチ） 

◆調査地域 ：全国 

◆有効回答数 ：2,000名（各年齢が概ね均等になるように抽出） 

◆実施機関 ：ネットエイジア株式会社 



 
2016年7月21日 
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本ニュースレターは報道関係の皆様に向けて発信する報道用の調査レポートとなります。 

本ニュースレターに含まれる全ての情報や調査結果を、ネットエイジア株式会社の許可を得

ることなく、広告宣伝や広報・PR 活動等のために無断で転用することを禁止します。 

 

 
 

 

本ニュースレターの内容の転載にあたりましては、 

「ネットエイジアリサーチ調べ」と付記のうえ 

ご使用くださいますよう、お願い申し上げます。 
 
 
 

 

 

ネットエイジア株式会社 マーケティング事業本部 

   TEL ：03-3552-8041 

   FAX ：03-3552-8042 

   E-mail ：mobile-press@netasia.co.jp 
 
 
 

 

 

組織名  ：ネットエイジア株式会社  

代表者名 ：代表取締役 三清 慎一郎 

設立  ：2005年 2月 

所在地  ：東京都中央区新川一丁目 27 番 8号 新川大原ビル７階 

資本金  ：3億 1,552 万円 

主な業務内容 ：ネットリサーチ事業 

URL  ：http://www.mobile-research.jp/ 

 

 

■ネットエイジア株式会社 会社概要■ 

■報道関係の皆様へ■ 

■本調査に関するお問合せ窓口■ 
 


